
1 Week Schedule ［ ２年次 ］
私の

「社会学専門演習」では、現代のアイドルとオタ
クの文化やイルミネーションの現象学などにつ
いて学びました。
日常生活での趣味や、当たり前に思っているこ
とを社会学的に学ぶことによって、物の見え方
が変わっていくのが興味深く、面白かったです。

履修のポイント
現代社会では問題を解決する力が必要とされ
ますが、問題を見つける力も重要です。
色々な立場・角度から物事を見て、当たり前を
疑い、データ分析をもとに仮説を立てて検証
する学びからは、何気ない生活の中から問題
を見つける力や、社会的ニーズを見つける力を
身につけることができました。

学びから得たこと
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Mon. Tue.

質的調査法演習

都市社会学
統計学基礎演習
宗教の見方（１）

Wed.

汚染問題を考える
社会学の歴史

Thu.

市民社会論

英語ⅡAa
文化社会学

Fri.

社会学専門演習Ⅰa

キャリアデザイン（２）

Sat.

前
期
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Mon.
子どもと文化入門（２）
社会学専門演習Ⅰb

Tue.

犯罪と逸脱の社会学
キャリアデザイン（３）
地域と村落の社会学
リスク社会論

Wed.

社会学の理論

福祉社会学

Thu.

日本語リテラシー（１）
司法・犯罪心理学
英語ⅡAb
外書講読演習

Fri. Sat.

後
期
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成長の
プロセス

必　修

選　択

選択必修

１年次 ２年次 3年次 4年次

社会学を学ぶ上で土台となる
科目について幅広く学び、コン
ピュータ・スキルや社会調査の
方法の基礎を身につける。

専門演習において文献の読み方
やまとめ方、発表の仕方について
学び、講義科目では多種多様な
専門領域から自由に選択できる。

専門領域の調査や研究を深める。
演習において、共同調査を実施
して報告書を作成したり、社会
調査法の高度な内容も修得する。

学びの集大成として、卒業研究に
取り組む。演習担当教員のきめ
細かな指導のもとに自身の社会
学研究を進める。

グループ・ディスカッションやプレゼンテーション、
学術論文の読み方、レポートの書き方などの技術
を少人数クラスで学ぶことで、社会学を学ぶ上で
必要とされる基礎的な学習能力を養います。

社会学基礎演習1

都市社会学の基本的な概念や諸理論、都市社会
学による研究成果を学びます。これらを学習する
ことによって、現代社会における都市問題について
理解を深めることが目的です。

都市社会学2

日本社会を多文化という視点から考えます。講義
やゲストスピーカーの話を聞くことを通して日本
社会の多様性を理解し、それに関わる様々な課
題を考察する力を養います。

多文化社会論3

■
■
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音楽聴取態度の違いとハビトゥスに関する研究
Ｚ世代の２次元オタクの意識
外国人児童への教育と支援―神奈川県平塚市を事例として
なぜVTuberか―視聴者コメントとVTuber自身の言説から考える
ロックスターはもう現れないのか―ドキュメント分析とメディアへの考察を通じて
リアル謎解きイベントによる「場」の活性化の可能性
現代の友達親子の実態―新たな親子関係の誕生
地方出身者の「就活」事情―なぜ地方出身の大学生は地元で就職しないのか

● 社会学専門演習Ⅱ ● 社会学専門演習Ⅲ

● 卒業論文

● 社会学概論Ａ／Ｂ
● 社会学基礎演習 
● 社会調査Ａ／Ｂ
● 情報処理実習Ａ／Ｂ

● 社会学の歴史
● 社会学の理論
● 統計学基礎演習Ａ
● 社会学専門演習Ⅰ ａ／ｂ

● 市民社会論
● 国際社会論
● デジタル社会論
● 多文化社会論
● 社会階層論

● ソーシャル・イノベーション論
● ナショナリズム論
● 文化社会学
● 家族社会学
● 開発社会学

● 都市社会学
● 地域と村落の社会学
● 産業と変動の社会学
● 雇用と労働の社会学
● コミュニティ・ネットワーキング論

● メディア・コミュニケーション論
● 現代メディア論
● 現代文化論
● ジェンダー論
● セクシュアリティ論

● 社会運動論

● 外書講読演習

● 統計学基礎演習B ● 質的調査法演習

● 社会参加実習 ● 社会調査実習 ● 社会統計学演習
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城本 莉以奈さん
社会学科 社会学専攻 ２年
駒澤大学高等学校 出身

卒業に必要な単位：124単位
専門教育科目：76単位
全学共通科目：30単位
広域選択：18単位

■必修：32単位
■選択必修：10単位
■選択：34単位

● 政治社会学
● 宗教文化論
● 異文化コミュニケーション論
● 正義論
● グローバリゼーション論
● リスク社会論

● 犯罪と逸脱の社会学
● 福祉社会学
● 歴史社会学
● 災害社会学
● 環境社会学
● 教育社会学

● 医療社会学
● 平和学
● 排除と包摂の社会学
● 社会学特論Ⅰ
● 社会学特論Ⅱ
● 現代社会学理論研究

● 産業・組織心理学
● 障害者・障害児心理学
● 環境心理学
● スポーツ心理学
● 老年心理学
● 青年心理学

● 児童心理学
● 発達臨床心理学
● 宗教人類学特講
● 社会心理学
● カウンセリング概論
● 発達心理学特講

● 行動マネジメント
● パーソナリティ心理学特講

● 社会保障
● 高齢者福祉
● 児童・家庭福祉

● 地域福祉と包括的支援体制
● 民法Ａ／Ｂ
● 労働法

● 行政法Ａ／Ｂ
● 経済原論
● 社会政策ａ／ｂ

卒業論文テーマ・研究課題例

4年間の流れ

社会調査士 社会学専攻では、世論や社会事象などを
捉える「調査の専門家」に対して与えられ
る社会調査士の資格が取得できます。授
業では、質的調査や量的調査の手法を学
ぶとともに、実際に調査を行ってデータを
集め、「社会」の在り方を批判的に考察し
ます。こうした能力は、調査関連の職業の
みならず、企画・広報といった職種におい
ても広く求められます。

Topics

ずっと続けているダンスと文化を結びつけた研究がしたい。
Message

高校では世界史の授業が好きでしたが、特にその時代ごとの文化
に興味がありました。幅広く学ぶことができ、様々なことに展開で
きるのが社会学であり、新しく興味を持ったことも取り入れながら
学びに繋げていけることから、社会学専攻を志望しました。
私は幼い頃からダンススクールに通い、今も続けています。現在
SNSでダンスムービーが流行っていますが、文化社会学の授業
の中で文化資本について学び、もともとダンスは、特別な道具や
お金がなくても始められるものだと学びました。この気づきを活
かして、将来は、ダンスと文化を関連づけた研究をしたいと考え
ています。今まで積み重ねた経験や体験から、私らしい研究がで
きるのではないかと思っています。

2025年度（予定） 変更になる場合があります




